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幸福な田舎の

っくりかた

金丸弘美

学芸出版社

表紙を飾るおばちゃんの表情がこの本の全て

を物語っている。

著者の金丸さんは佐賀県唐津市の出身で、最

初にお会いしたのは、平成 18年に平戸・松浦

地域の特産品開発の人材研修の講師をお願い

した時である。きっかけは、平成 17年に佐賀

県の地域の食文化の発信のためのネットワー

ク「オリザジャポニカクラブ」を立ち上げられ、

唐津の学校や地元での食育や地産地消の取り組

みをされていることを知ってからである。

金丸さんは食環境ジャーナリストとして、全

国各地の食をテーマとした地域活動を取材し全

国に発信していくというだけでなく、地域の伝

統的な料理、農業から漁業など食に関わる様々

な人たちとの交流を通じて、地域の人たちが自

ら活力を生み出すための企画や事業の支援にも

取り組んでおられる。

今回の著書では、これまでの全国の実践的な

事例のなかから、 3つのテーマをもとに 9件の

取り組みが紹介されている。

1つは、「ないもの探しから、あるもの磨きへ」

の事例 2件、山形県鶴岡市の在来作物の見直し

をきっかけとした取り組み、熊本県阿蘇市の阿

蘇一宮門前町商届街の取り組みである。

2つめは、「ローカルを発信する、ユニークさ

が共感を呼ぶJの事例 3件、山口県萩市の「道

の駅萩しーまーと」、高知県の四万十市「四万十

ドラマj と「県庁おもてなし課J。

そして、農業、観光を通じた「人と人をつなぐ、

農村と都市をつなぐj の事例4件、愛媛県今治

市の直売所「さいさいきて屋J、島根県雲南市IJA

雲南」、群馬県昭和村「野菜くらぶ」、長野県飯
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田市「南信州観光公社」、以上の 9地域が紹介

されている。

冒頭にも触れられているが、従来のやり方を

脱しながら、地元の人が地域の豊かさを自ら発

見し、地域の財産として、これを生かしてきた

プロセスに焦点が当てられている。

そこには必ずといって良いほど、人と人との

出会いがあり、地域の気づきゃ、足元を見直す

というプロセスがある。これは取り上げられた

地域だけの特殊解ということでは決して無く、

全国どんな地域でもその可能性を持っているは

ずである。そのことを伝え、そういうノウハウ

を少しでも習得してもらいたいとし、う著者金丸

さんの思いが伝わってくる本である。

(山辺員一)
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圏 四国遍路を歩いた時の写真や説明を 100枚 i

以上載せた HPを開設。道・宿・食事・接待!

などなど・・・是非ご覧ください。

http://otikoboreryu.jp/ 糸乗貞喜)

理 例年は 1月4日から平常営業とさせていた

だいておりましたが、今年は 1月7日(月)

からとさせて頂きます。

i本年もどうぞ宜しくお鹿島、申し上げます。

(よかネット所員一同)
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